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平成27年度教員研修会・教育講演会収録
（2016年３月３日受理）

平成２７年度　第１回教員研修会

「岩手の教員に期待すること」

　　　講師　岩手県教育委員会事務局教職員課

　　　　　　首席経営指導主事兼小中

　　　　　　学校人事課長　佐藤　進先生

　新妻学部長：現在の肩書を基にお話を頂くとい
う事にさせていただければ大変ありがたいなと思
います。
　佐藤先生は、もう皆さんがご存知ですから私と
大学の関わりの方をご紹介させて申し上げたいと
思います。
　佐藤先生は、上田中学校に長くお勤め頂いたと
きに、実習主任も長い間担当して頂いたんです
ね。丁度偶然私も実習担当の委員長をやっていた
頃で、佐藤先生には実習生いわゆる本学部の学生
諸君については非常にお世話頂いただけではなく
暖かいご指導を頂いたなあという事を思い出して
おります。加えてですね、ここ数年来の出来事を
話しますと、皆さんご存知のように今、来年から
教育学部、学部の改革、改組とですね教職大学院
の設置ということが今進められています。
　今、文部科学省とやり取りしている最中で最終
的には８月末位に決まるという事になっていま
す。
　このどちらも学部も、大学院も県と或いは学校
現場の関係者と協議しながら設置を或いは改革を
進めて行くという段取りをとらなければならない
ことになっております。
　現在、佐藤先生の小中学校人事課長という立場
でこの１，２年県のお仕事だけでも大変だという
事が我々はたから見ても大変だと思うんですけれ
ど教職大学院の設置やら学部改革やらで、ご協力

どころか多大なご尽力を頂いてようやく教育学部
の改革改組がある意味日の目を見るところまで来
たという風に言っても過言ではないと思います。
　そういう先生を今日のような場面に引き出して
使うという了見は何だと聞かれれば大変困るわけ
なのですけれど・・・。色んなご苦労が佐藤先生
にかかっているとは思いますが、今日は若い学生
諸君が多いようですので是非学生たちに向かって
励ましやら激励やら厳しく一つお願いできればあ
りがたいなあという事でございます。われわれも、
これからの岩手の教育を考えるにあたって佐藤先
生のご協力、ご尽力を賜ったことを活かせるよう
にこれから励んでまいりたいと思いますので本日
はどうぞ宜しくお願い致します。
立花先生：それでは、講師先生を宇佐美センター
長が致します。
宇佐美先生：本日、ご講演をいただきます、岩手
県教育委員会事務局　教職員課　首席経営指導主
事兼小中学校人事課長佐藤　進先生のご紹介を申
し上げます。
　佐藤先生は、盛岡市のご出身です。
東京農業大学農学部をご卒業され、昭和56年4月
から教職につかれました。
　初任校は、久慈市立山根中学校、続いて、大野
村立大野第一中学校（現在、洋野町）、そして、
盛岡市立城東中学校、盛岡市立上田中学校に勤務
されました。平成12年からは、その指導力やお人
柄が高く評価され、専門である理科教育を中心と
しながら、水沢教育事務所（現県南教育事務所）
指導主事としてお勤めになられました。その後、
盛岡教育事務所主任管理主事、平成15年からは、
岩手県教育委員会事務局教職員課小中学校教員の
人事担当主任管理主事として、岩手県内の小中学
校人事管理等の仕事に当たられました。
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平成20年、岩手町立川口中学校長として2年間お
勤めになった後、再び教育行政に戻られ、盛岡教
育事務所教務課長、平成23年4月からは、宮古教
育事務所長として、震災直後の混乱の中、宮古教
育事務所管内の小中学校の学校再開へ大きな力を
発揮されました。そして、平成25年には、岩手県
教育委員会事務局学校教育室首席指導主事兼義務
教育課長、翌平成26年からは、岩手県教育委員会
教職員課首席経営指導主事兼小中学校人事課長と
して、岩手県教育行政のリーダーとしてご活躍中
でございます。
　本日は、「岩手の教員に期待すること」と題し
まして、ご講演をいただきます。豊富な行政経験、
また、震災後の復興に行政としてかかわってきた
経験をもとに、今後の岩手の教員として、また、
教職に就くもの、あるいは、それを目指すものに
とって何が大切なのか等示唆に富むお話を伺うこ
とができるものと大変楽しみにしております。
　それでは、ただいまから、「岩手の教員に期待
すること」と題しまして、ご講演をいただきます。
佐藤先生、よろしくお願いいたします。

１　「震災から4年、教育の復興を目指して」

　折角のお休みの中このようにお集まりいただき
大変有り難うございます。
　２年前に学校教育室義務教育課長という立場
で、ここでお話しをする機会を頂きました。
　その時は、「復興教育と岩手の教員に期待する
こと」という内容でありましたが、今回は小中人
事課長という立場でありますので、私個人としま
しては２年前と大きく変わらないどころか少し年
をとって体力が落ちているという状況ではありま
すが、今の立場で考えていることについてお話を
させて頂きます。
　小中人事担当…。肩書ばかり長くて学生の方は
特にもどんな仕事をしているのだろうと思うかも
しれませんが、私の仕事の内容としては大きく分
けて５つあります。
　１つ目は、「県費負担教職員の人事管理」に関
することであります。県費負担教職員とはなんぞ

や？という話になるのですが、市町村立の先生方
は市町村の職員になります。盛岡市立の学校に勤
務する先生は盛岡市の職員です。滝沢市に勤務す
る先生は滝沢市の職員となります。ただ市町村に
よって給料等が異なると人事異動により給料が上
がったり下がったりすると色々面倒なことがある
ということで、同一の給料表で支給しましょうと
いうこと等があり、給料は県費で支出しますよう
ということもあって「県費負担教職員」と呼んで
います。
　例えば、人事異動の際、盛岡市から滝沢市に転
勤するときに比較的簡単な手続きで異動できると
いうこともあります。いずれそういう人事に関す
る企画等々行っているのが１つ目であります。
　２つ目は、任免に関することです。
任免とは「任用」することと「免じる」辞めるこ
とに関することであります。教員採用試験は「任
用」に関係する業務の一部ということになります。
　３つ目は、分限および懲戒に関すること。何か
好ましくないことが起こった時にどのように処理
していくかについて検討する担当ということであ
ります。これについてはあまり明るい話ではあり
ませんが…。昨年度は、そういうことによって大
きな問題が１８件ほど起こっていて、先生方にも
う少し襟を正して勤務していきましょうという通
知を出しながら県としても頑張っているところで
あります。
　４つ目は、人事管理面での研修です。
先生方にもう少し力をつけていただきましょうと
いうことで、研修に関することも当方でしていま
す。
　最後、５つ目ですが市町村立の小中学校の学級
編制及び教職員定数についてであります。これに
ついては少し難しい部分もあるのですが、義務教
育については学級数によって先生の数が決まって
いくということで、児童生徒数や先生方の人数に
関する管理をしているということであります。
　何となく、そんな仕事をしている人なんだなと
いう目で、とりあえず見て頂ければと思います。
　私の経歴は、先ほど紹介して頂いた内容になる
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わけですけれど、今の私を作っているのは、これ
までの経験によるものであると思っています。「佐
藤進」という私個人のキャパシティーはあまり変
わらないという風に思っています。ただそこに何
を入れて今の私があるかと言うと、私という人間
がどういう経験をしたか、どのような人と出会っ
て感化されてきたのかによって今があると思って
います。様々な人との出会いや出来事を通して、
どのような自分が形作られていくか。無限の可能
性があるのだと思います。
　例えばパソコンだとすればハードディスクの容
量とか CPU等の作りというのはほぼ決まってい
るのかもしれませんが、そこにどんなソフトをの
っけて仕事をするのか、ワードを入れようかな、
一太郎、エクセル入れようかな、アクセスがいい
かな、イラストレーターは欲しいけど、フォトシ
ョップはいらないとか…。どんなソフトをマシン
に載せていくか、使い慣れたソフトの方がいいか
らバージョンアップさせなくてそのままでいい。
もっと優れたソフトをのっけていこうとか、その
人の使い方で全く違うパソコンの使い方ができる
わけですよね。人であればましてやであります。
　先程、私の経歴について紹介して頂きました
が、自分の職歴を振り返ってみると、初任の時に
は、へき地２級、もう廃校になってしまいました
が久慈の極小規模校でスタートしました。全校生
徒３０～４０名の学校でした。そこで教員として
のイロハを先輩から学びました。二校目はです
ね、ちょっとこれ、先ほど名前が挙がったので言
いにくいところがあるんですけれど、当時大変荒
れた学校でした。具体的な内容は言えません。言
えませんが、そういう中で生徒指導のノウハウ、
集団作りの方法を学びました。命がけでありまし
た。当時は、中学生が荒れている時代でしたので
本当に命がけでありました。三番目は、盛岡の学
校に転勤になりましたが、その時はもう１０年く
らいこの職をやっていましたのである程度自分の
ペースで仕事を進めることができるようになって
きて、生徒会担当を通しながら学校全体を動かす
楽しさを学んだりしました。四校目は、上田中学

校ということで新妻先生にも紹介して頂きました
が、教科の専門性を学びました。実習生担当もし
ましたので、そこでも何人かの先生に出会うこと
ができました。塚野先生には、大変お世話になり
ました。当時は、立花先生は同僚でありました。
　次は、「指導主事」になって２年間勤務し、県
の教育行政に携わり、その後、管理主事…そんな
中、最大の出来事が東日本大震災でありました。
2011.3.11私は、そのときに盛岡教育事務所という
ところで教務課長という仕事をしていました。そ
の時は人事異動作業がほぼ終わり、約1,800人分
の「辞令書」の仕分けをして、各教育事務所へ配
布するための作業を終えようとしているタイミン
グでありました。気持ちは既に新年度に向いてい
た2時46分でありました。
　あれから、４年３か月が経過して、そして今が
あるということなのですね。お集まりの皆さんに
もそれぞれの3.11があったかと思います。当時の
新聞を持ってきました。本県においても震災のこ
とが風化しているという話がよく聞かれます。私
もそういう自分を感じるところがあります。こう
いうのを見ると、「あの時そうだったなあ」、と振
り返えったり「今自分がどうしなければならない
か」ということを思い出させてくれたりします。
　（フラッシュバックするのは嫌だという人は見
ないで頂ければと思います…。）
　3.12の新聞です。記憶にありますか？岩手日報
ですけど、被害の大きさが正確にはまだ分からな
いという状況です。まあ、大変なことになった。「さ
てこれからどうしていったらいいのだろう・・・。」
ということで、それから３月いっぱい土日なく不
眠不休で岩手の教育をどうしていったらいいのか
なあという話が始まるわけです。そのとき、今日
いらしている八巻先生は盛岡市の教育長でいらし
て、市町村の教育委員会とも連携しながら取り組
みが始まったということであります。一週間後に
私は、宮古教育事務所の所長としての辞令を頂き
ました。これが3.13の新聞ですが、写真は宮古で
す。まさか、こういうところに行くとは思わなか
ったんですけれど、私なりに覚悟がいる転勤であ
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りました。
　私が宮古に勤務することは震災の起こる前から
決まっていましたが、このような状況の宮古に赴
任するとは思っても見なかったわけであります。
甚大な被害を受けた宮古で所長としてどのような
仕事をしていけばいいのか、正直不安でいっぱい
でありました。「大変なことになったんだなあ。
でもこれは、自分に与えられた運命なのかなあ」
という風に思って着任いたしました。様々被害を
受けた方々に対しては、不謹慎な言い方なのかも
しれませんが、そこで生活した２年間は、非常に
貴重な２年間でありました。私の人生観、職業観
を変える時間になったのであります。宮古管内で
は、通常通りには入学式は当然できません。私の
仕事は、とにかく現地を回るということで、ガソ
リンがない中ではありましたが、宮古市、山田町、
岩泉町、田野畑村を駆け回っていいました。飛び
込みで学校に行ったり、教育委員会に行ったりし
て、「何かやって欲しいことはありませんか、何
をすればいいですか？県はどうすればいいでしょ
うか。」という話で、いわば御用聞きのような仕
事をしていました。
［映像］
　震災後１か月の様子。
過激な映像は出てきませんが、フラッシュバック
する人は目を避けて頂いてということで…。
　宮古市マース。ここで助かった高校生とか何人
もの方がいらっしゃいました。これが赤前小学校
の入学式です。きっと、４月２５日、２６日と
か、そんな時の体育館であります。避難所になっ
ているんですね。避難所での入学式です。こうい
う入学式はなかなかない。右のほうに「青森」と
いうゼッケンをつけた人がいますが、各県からの
支援者がこうやって避難所を運営してくれていま
した。これが入学式です。「ああ、なるほどなあ」
と思ったのは、避難所生活をしていた赤前小学校
の子ども達は何をしたかというと空箱と壊れた机
の天板を持ってきて自分用の机を作ったんです。
勉強する場所を自分で作ったんですね。学ぼうと
する、勉強をする場所の確保のために作ったんで

すね。けな気というかこういうものなんだなと思
いました。こうやって支援物資を集めてきては、
勉強するための環境を自分で作った。もらった靴
など目新しい白さが逆に痛々しい気がします。発
生から１か月以上経ってようやく4月下旬に入学
式ができましたということであります。
　これは２年生以上の子ども達、シアトルからの
贈り物の千羽鶴とかもきていました。手を取り合
いながら、この時はもうAKBルックですね。小
学生全員がAKBの服装でした。不自由な生活の
中でも子ども達にこのような服装で入学式を迎え
させようとする親心を感じることができました。
入学式を見てくれているのは避難所生活をしてい
る、おじいさん、おばあさん。若い方々は仕事に
行っているのでしょう、避難所生活を送っている
方々から拍手をもらいながら入学式。入学生は５
人なんですね。新入生と校長先生です。ここだけ
見ると普通の入学式ですけれどもね。2年生が縄
跳びの手本を見せている様子です。この方、今は、
休んでいるんですがマンドリン奏者の「清心」さ
ん、慰問っていうか激励にきてプレゼントを配布
しながら歌も歌ってもらって・・・。地域の方々
も見ている。洗濯物も干している中、入学式が行
われた。これが町の様子です。これが鵜磯小学校
です。何年か前にここに管外学事視察というので
訪れた学校だったので、まさかこうなっていると
は・・・ということであります。
　学校内の備品が校庭に運び出され山積みされて
いる様子です。時計を見ると２：５０位を示して
いる。これが行事予定黒板。誰も3.11こういうこ
とが起こるとはわからず１２日以降のスケジュー
ルも書かれています。3.11は３時から式場設営。
まさに式場設営しようとしている矢先に大きな地
震に見舞われたということが分かります。向こう
に海岸線があります。あの海岸線がずっと寄って、
ここ１階部分を飲み込むくらいの津波が来た。学
校はもぬけの殻ですので、ここに連絡してくださ
いと貼紙があったりします。これが教員住宅です。
発生が夜中だったりしたらもっと大きな被害にな
っていたと思われます。
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　これが町の様子。海からの水が川を逆流して遡
上していくような感じ。これは千鶏小学校という
ところです。ここも海岸線がだいぶ下に見えるの
ですが１階部分が崩壊したというところです。こ
こは、本州最東端の小学校で有名です。時計がま
さに２時４６分を指しています。これが船越小学
校です。確かここで、塚野先生にお会いしました。
岩手大学の皆さんと塚野先生もボランティアで来
ていただいて、思わず「先生！！」という再会が
あったところです。ここは体育館です。体育館は
泥がかぶっている。当時は2階部分に車が乗り上
げていたりしました。２階部分まで水は入ってき
ました。流木等でやられて破壊されている状況で
す。現在、鵜磯小学校と千鶏小学校は統合して重
茂小学校になりました。ここには新校舎ができま
した。落成して新しい校舎に入っています。この
山側の方に盛土しながら新校舎が建っている。機
会があれば山田の方に行って見学していただけれ
ばと思います。この校舎は解体されてしまいまし
たが、様々散乱している状況です。そして、防潮
堤と防波堤、こんな大きいコンクリートもなぎ倒
されている状況でした。津波の被害はその境目が
はっきりしており、あるところから向こうからほ
んのちょっと高いだけで全く家は大丈夫なんで
す。ちょっと低いだけでこうなってしまう、５ｍ、
１０ｍ家の位置が違うだけで明暗が分かれてしま
う。これも厳しい現実だと思いました。お隣さん
同士で「○○さんはいいよね、家が残って」とい
うような微妙な感情があったと聞いています。
　船越小学校は「陸中青少年の家」を間借りし再
開しました。
　カメラを向いて子ども達は笑っているんですよ
ね、「救いだな」と思いました。笑っている、「ど
このおじさんが来たの」みたいな感じでとりあえ
ず「笑ってくれる」んですね。これは、寺子屋方
式。椅子ではなくて正座や安座で授業です。この
格好で一日勉強です。大変疲れます。こうやって
勉強を再開しました。これが職員室。パーテーシ
ョンで区切っての職員室です。これも子ども達は
笑ってます。スクールバスを待っている子ども達

なんですが。こうやって手を振ってくれたりする。
そしてこれが、岩泉の小本中学校のプールです。
屋内プール、立派なプールだったんですが全く使
えなくなってしまった。来年度、仮設校舎が完成
する予定。こんな立派な校舎なのに使えなくなる
と本当にもったいない。これはきれいになった後
ですね。
　・・・ということがありました。　　

　このような映像が私の頭の中に焼き付いてお
り、様々な事を思い出します。今回の震災で私は
何も失うことがありませんでしたが、いずれこの
ことを絶対忘れることなく今の仕事を全うしてい
かなければならない、そういう使命があるんだろ
うと思っているところです。
　
２　「何のために」

　次に２番の「何のために」ということについて
お話ししたいと思います。
　それから１年ほどの時間がたち、学校も通常を
取り戻してきました。これは大槌中学校で作成し
たDVDであります。
〔映像〕
　映像の中にいる中学生は、お集りの方と同じ世
代ではないでしょうか…。現在は高校３年生、大
学生になっている彼ら、彼女らであります。いず
れ様々な方々の支えがあって子ども達に笑顔が戻
ってきたということであります。
（１）　教員を目指す理由

　2番 (１)には「教員を目指す理由」という項目
を挙げさせて頂きました。本日の研修会の演題は、
「岩手の教員に期待すること」でありますが、き
っと、ここにきている方のほとんどは教員を目指
す方々なんだろうなと思うのですが、何で教員を
目指すのか、何のために先生になろうとして勉強
しているのか、そして、どうして今日ここに来た
のか、ということです。
　日常の中で「何のために」と考えることはなか
なかないですけれども。実は、何のためにという
のは非常に大切な事であると考えます。どんな仕
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事もそうですが、どうして自分はその仕事を目指
すのか、本当に自分がしたい仕事に出会えた時に、
仕事に向かうエネルギーというのはマックスにな
るんじゃないのかなあ、だからこそ困難にぶつか
っても乗り越えることができる自分になれるのか
なと思います。
　また宮古での話で恐縮ですが、豊間根という地
区に「ＦＢ」というコネクター関係の会社があり
ます。そこの会長さんに「ちょいと来い」という
ことでお話を伺いに行きました。
　「自分は、パート５人でスタートしたこの会社
で、現在は従業員２５０名を抱えている。毎年苦
しいけれど１０名程度地元高校生を確実に新規採
用している。年商３０億から４０億の会社に育て
上げた。アイフォンの中にもうちの工場の製品が
使われているんだ。」という話をされました。
　その話の中で「同じ機械を使っても、使う人間
によって製品のレベルが変わってくる。それは、
技術力ではなくて人間性や仕事に対する取り組む
姿勢の違いによって現れる。」と言っていました。
「なので、社員に技術やノウハウの伝授とは別に
人間としてのあるべき姿、社会人としての基礎的
な教養を教えているんだ。この業界でも、中国と
か韓国なんかがものすごい勢いで部品が入ってき
てくる。日本を追い上げてきている。そんな時代
に自分の会社だけが人間育成に取り組んでもこん
な地方の片田舎に、いずれ仕事が回ってこなくな
る。将来のことを考えるのであれば宮古市全体が
きちんとものづくりできる町にならなければなら
ない。全体でものづくりができる人材を育ててい
かなければならない。そういう時に、教育は何を
やっているんだ。」即答できませんでした。なる
ほどなあ仕事に向かう姿勢の大切さ、仕事に対す
る視野の広さ、一流の会社経営者はそういうこと
を考えているだなあ、と思いました。　　
　こんな話もちょっと聞いていただきたい。
　（本を読む「レジ打ちの女」）
　これは「人ってなかなか変わらない」「なかな
か変わらない」ということは、「変わるんだ」と
言うことを示している物語なんだと思います。

　単純な仕事をつまらないと思うか、それともそ
の中に価値を見出して働くのか、その違いが大き
な差を生み出すことになる。人から与えられるの
ではなくて、自らが仕事の意義を見つけることの
できる人こそ本当に力がある人であり、自らを成
長させていく力を備えた人と言えます。
　全てのことに意味があってその中に価値を見出
すことができる人が一番強い人であると思いま
す。「何のために」ということは日頃あまり考え
ないことであると思いますが、今日この機会を生
かし、ちょっと考えて頂ければと思いお話をいた
しました。
（２）　教員としての目標

　先ほど、宮古の勤務の話をしましたけれど、自
分の人生の節目、節目を振り返ったとき、「何で
こうなるのかなあ」と思うことがあります。「こ
れも運命なのかなあ」という風に思ったりもしま
す。
　そういうこと皆さんないですか？まあ、私は、
運命論者でもなければ当然スピリチュアルに興味
がある人間でもありません。どちらかといえば非
常に現実的なものの考えをするタイプなんです
が、「運命だからしようがない」と簡単に片づけ
てしまうようなことではいけないんだろうなと思
います。
　運命というのは、命を運ぶと書きます。命の運
び方というのは、誰かに委ねることではなく自分
が決めることなんじゃあないのかなあ・・・。例
えば、私が教員になったのは運命ではなくて似た
ような言葉として「宿命」というのがあって、教
員養成大学出身者でない私が教員になったのは宿
命なのかな。そういうことが、自分が生まれたと
きに宿っていたのかなと思うようにしています。
様々な人との出会いや出来事の中で導かれながら
教員になる宿命が私の中にあったのかな、という
風に考えています。何の根拠もないですけれども
自分の中では、なるべくしてなった。宮古に赴任
するのも、なるべくしてなった。ここで話してい
るのもなるべくしてなった…。
　そうしたのは、自分を自分でそこに運んで行っ
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たんだなあという風に考えるようにしています。
なので、思うように事が運ばないことはたくさん
ありますが、これも人生の一部と考えて悲観しな
いようにしています。それを決めるのは自分自身
だと、腹に決めて考えるようにしています。うま
くいかない時こそ、そう思うようにしているんで
すね。
　例えば、山登りで考えると頂上に到達すること
が最終目標だとすると、そのためには小さな目標
がいくつもあります。何を、どこまで、どのよう
にということを計画的に進めることでようやく高
い山でも上ることができます。山登りが好きな人
にとっては、いつ、どの山に、どのようなコース
で上るのかということを計画し、達成することを
目標にして頑張るのだと思います。そして、目標
を達成した時の困難に打ち勝って登りきった時、
爽快感、達成感を味わう事がきっと病みつきにな
ってくるんだと思います。登ることそのものが目
的であれば飛行機やヘリコプターにポンと乗っか
ればそれでいいのですが、自分の足で苦労して登
ったところに意義があるんだと思います。
　何のために教員を目指しているのか、何のため
に教員になったのかという目的や目標を明確にし
ながらそれを達成していく「目標づくり」が必要
になってくると思います。
　なぜこんな話をするのかというと、昨年度、今
年度と１１２名の新採用者を任用致しました。そ
れぞれの方が夢を持って採用を果たしたにも関わ
らず、残念なことに途中リタイヤしている人が何
人かいます。合格者全員が翌年度正式採用なると
いうことが、ここ数年ありません。学校現場、市
町村の教育委員会そして任用側の県の教育委員会
もその責任を重く受け止め、そして新規採用者に
対して一層のケアとフォローをしていかなければ
ならないと考えているところであります。
　一方で、採用を目指している方々についても教
員の道を選ぶということはどのような事なのか考
えて頂きたいと思います。本年度教員採用試験を
目指している方の目標は何でしょうか？きっとほ
ぼ全員の方が「教員採用試験に合格すること」と

いう風に答えるんじゃないかと。それは正解であ
ります。ただ、本日参加している皆さんには少し
高い目標を持っていただきたいと思います。試験
に合格することを目標にしている人は合格するこ
とで安心してしまいます。よって、その先に待ち
構えている様々な困難に対する心構えがなく疲弊
してしまうことがあります。
　実は、職員室の先生方は平均年齢が４５歳以上
です。先生方の高齢化が進んでおり、場合によっ
ては２０代、３０代がいない。自分だけ２０代、
３０代で、あとは全員５０代という職場もありま
す。相談できる人が同世代にいない、周りにいな
いという状況があるかもしれません。実際先生に
なってみると、教科指導、学級経営、そして生身
の子供たちと日々対峙し格闘の毎日です。思った
ように事が運ばないということが多く、うまくい
くのは実は奇跡に近いという事であります。うま
くいかないことが当たり前で、そのこと一つ一つ
が教材であるというように考えられるかどうかと
いうことであります。ちなみにトレーニングしな
ければ体力はつかないわけなんです。楽していて
は自分の成長はありません。つらい経験を自分を
生かすための貴重な経験と考えられるかどうかで
す。また、困った時、つらい時に「困っています」
と自分のことを伝えることができる素直さがある
かどうかです。子ども達に、「なんか困っている
ときには先生に相談しなさい」というじゃないで
すか、そう言っておきながら自分が体調を崩すま
で誰にも相談できないということでは厳しい話を
すれば、自己マネジメントの力が育っていないと
いう風に言われても仕方ないわけです。
　相談できる人とできない人は何が違うか、それ
は「挑戦している人」かそうでない人かの違いだ
と思います。挑戦している人は、うまくいかない
ことが当たり前なんで「助けてください」と言え
るんです。そして、挑戦している人同士はそれが
わかっているので「僕でよかったら何でもしてあ
げるよ、何でも助けてあげるよ」と言えるんです。
「はい、喜んで」と言ってくれるんです。頼んで
も面倒くさそうな顔はしません。挑戦したことが
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ない人、挑戦することに怯えている人は「やめた
ほうがいいよ、失敗するに決まっているよ、傷つ
くよ。」そんなアドバイスしかしてくれません。
自分の殻から外に出ようとしないという事であり
ます。
　「教員になること」が目標の人は、教員になる
ことで目標が達成されたということになります
が、「教員になって○○することが目標です。」と
言える人は、多少のトラブルにも対応することが
できると思います。それは、「教員になっても何
も成し遂げていない」からです。どこに目標を設
定するかであります。
　教員採用試験には、筆答とか実技とか面接があ
ります。そこで点数を稼いで見事合格を勝ち取ろ
うとする人とその次の世界を想定している人の厚
みはものすごく違ってくると思います。例えば、
「自分はピアノが苦手だ、しかしピアノは二次試
験なので一次の合否を見てからの準備でいい。」
と思うか、「教員になったならば学級担任をして
子ども達にこの歌を歌わせて、この歌の素晴らし
さを伝えたいのだ。それが自分の目標なのだ」と
いう風に思えば下手くそであっても時間を見つけ
て練習しようと思うのではないのかな。そして試
験の時、下手くそでもピアノの向こうに子ども達
の顔が想像できる人の音は違うんじゃないのかな
と思います。
　過去の話でありますが、教員採用試験の時にこ
のような話をしてくれた人がいました。「自分は
電車で大学に通っているので盛岡に住んでいる人
と比べると非常にハンディがある。でも同じよう
にハンディを抱えている者同士で時間を上手に使
って教員採用試験の勉強をしている仲間がいるの
で力強いし、支えになっている。」と話してくれ
た人がいました。「疲れていても電車の中で一生
懸命勉強をする。これだけはやり続けました」と
いうことでありました。
　「自分だけでなく○○さんも同じように電車に
ゆられながら、居眠りしないで勉強しているんだ
なあと思うと自分も不思議に頑張れた。」という
話でありました。しっかりとした高い目標と、何

のために自分が頑張っているのか明確になってい
る人は、私は間違いがないんじゃないのかなと思
っています。

３　「岩手の教育が目指すもの」

　次は大きな３番です。「岩手の教育が目指すも
の」ということであります。
　岩手の教育が目指すものは「知・徳・体」を総
合的に兼ね備えた、社会に適応する能力を育てる
ことにあります。社会に適応し、自己実現のため
の「人間形成」が最終的な目標であります。これ
が本県の教育が目指すものであります。県教委の
ＨＰからダウンロードすることができますので参
考にしてください。是非読んで欲しいと思います。
「岩手県教育委員会」、「これからの岩手の義務教
育」と入れればヒットすると思います。私たちの
目指すものとしてのバイブルであります。中身に
ついての解説は致しませんので是非いつか見て頂
きたいと思います。
　皆さんの小学校、中学校時代の時よりも強く進
めていることとして「地域連携」があります。先
日も地区毎の校長研修講座がありましたが、そこ
で取り上げているのが「地域との連携」でありま
す。今、子ども達の教育は学校単独で成立するも
のではなく、学校が牽引役となって家庭や地域を
巻き込みながら、教育を推進していく必要があり
ます。
　家庭や地域にある資源を学校の中に取り組みな
がら、一体となって子ども達を育てていかなけれ
ば学校経営は成り立たないと思っています。よっ
て、「地域との連携をもっともっと進めていきま
しょう。」ということを学校に対してお話をして
おります。学校は多忙化だということもあります。
そのような中で地域に出ていって、夜だったり、
土曜日だったり、日曜日だったりすることもある
んですけども、そこで考えられる効果は非常に大
きいものがあります。さっき、自己マネジメント
の話もしましたが、上手に時間を使いながら地域
とのやり取りの時間を確保することが求められま
す。
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　校長先生が中心になると思いますが皆さんはそ
ういう時代の学校で勤務することになるというこ
とであります。社会教育も非常に大事だと思いま
す。是非、そういう考え方を大学の方でも学んで
頂ければ有難いと思います。

４　「子ども達の実態」

（１）　県学調の結果からみる本県児童生徒の実

態

　「子どもたちの実態」４番になります。
（１）は、県学調の結果からみる本県児童生徒の
実態についてでありますが、学習結果を確認する
調査としては、文科省が全国を対象に行っている
学習状況調査があります。それ以外にも県で実施
しているもの、市町村独自で行っているものがあ
ります。
　全国で行っている調査の対象は、小学校６年生、
中学校３年生、県で行っているものは小学校５年
生、中学校１年生、２年生となりますので、教科
は異なりますが小学校５年生から中学校３年生ま
で継続的に子ども達の学力の推移が把握できるよ
うになっています。
　昨日の仁王小学校での学校公開でも全国学習状
況調査のデータ等を用いて研究の成果を発表して
いたところであります。私は県の立場なので県の
学調の方でお話しをさせて頂きますが、分析方法
については様々工夫がされておりまして、経年比
較の問題とか、活用問題なども取り入れるなどし
て、各学校が指導方法の工夫改善に生かせるよう
な取り組みになっているところであります。
　平成２５年度から、「見るデータ」から「使う
データ」にしていきましょうということで、教育
センターが開発した分析シートなどを活用して学
校独自で分析しながら個々の子ども達に反映でき
るようにしています。
　皆さんの時代はどうだったんでしょうか？テス
トというと、まず点数がでてきて平均点で成果を
判断することが多かったかもしれませんが、平均
点で見ても個々の子どもの成長は見えてこない訳
です。「平均点が８０点。よかったね。」で終わっ

てしまいます。安心してしまう。そうではなく
て、個々を見ましょう。より集団の状況をみとる
ことができるようにということで度数分布を使う
ように本県はしています。そこで見えてきたこと
は、本県の子ども達の特徴として、「上位が少ない、
その代わり下位も少ない。」どういうことかとい
うと、下位の子ども達に手厚く指導しているとこ
ろでは成果が出ていますが、中位層の伸ばすべき
子ども達の力を伸ばし切れていない。という課題
が見えてきているというところです。
　２つ目としては、本県の重点は英語ということ
を言っていますが、実は英語、ここで中学校の１
年の後半から既につまずいている。英語とか数学
は積み重ねの教科ですから１年生でできないこと
が２年生になって急にできるということはなかな
かないわけであります。特にも英語は小学校の高
学年で教科化されることになっていますが、中学
校１年の後半には英語嫌いの生徒が出てきて、２
年生、３年生でどんどん拡大されていくという状
況が分析されているところであります。
　また、活用型の問題については「この問題は、
子ども達にとってやっかいな問題だよね。」「こう
いう思考を導き出すのは中々難しい。」課題が見
えているのですが、解決するための具体的な指導
方法、授業のあり方については全県的な課題とし
て押さえられていないのが現状であります。経年
比較の問題を出しているんですが、毎年同じ課題
が繰り返えされており、苦手なままで翌年度に移
行している。そして、新しい１年生、２年生が同
じところでつまずいている。これに対して今年度
は、２４校を学力向上実践校にして、どのような
取り組みが有効なのかということを研究的に進め
ている所であります。
　次に、質問紙調査による結果からでありますが、
子どもたちの学習の状況を知るために質問紙にも
取り組んでいますが、特にも平成２３年度からは
「わかる授業を目指しましょう。」ということで
やっております。子ども達たちにアンケートを取
った結果、小学校では何％位「わかる」と言って
いると思いますか？皆さん！８７パーセントの子
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どもが「わかる・だいたいわかる」と肯定的な回
答をしているんですね。
　中学校でも「わかる」と答える生徒の数が徐々
に上昇しており、改善傾向を見せているというと
ころが成果として挙げられております。今後もう
少し、特に中学校は頑張らなくてはならないとい
う課題も見えてきていますので、中学校教諭を希
望している人、頼りにしてますのでこの際よろし
くお願いします。
　家庭学習の時間についてでありますが、みなさ
んが中学校の時、一番勉強しなかったのは何年生
の時でしたか？今は中２なんです。中学校１年生
は小学校からの継続で結構学習習慣がついていて
勉強する。ところが中２になると部活なんかも忙
しくなって勉強時間が少なくなっているという傾
向が見られています。小学校５年生よりも勉強時
間が少ない。１時間もやっていないというのが結
構いるという状況であります。「中学校２年生を
ターゲットにして、もう少し学習習慣つけなきゃ
ないね」という課題があります。
　次に、質問紙でわかったこととして、自己肯定
感の問題があります。「自分には良いところがあ
ると思いますか？」という項目があります。これ
は、全国学調にもある項目ですが、皆さんだった
らどう答えるでしょうか？「非常にある」「だい
たいある」「まあ、ある」「ない」「全然ない」ど
こに○をつけますか？これは、少しずつ上昇して
いますが、肯定的な回答は、小６で「まあまあ何
とか」７４パーセント、中３で６４パーセント、
まあ６割くらいの子どもたちは「僕できるよ」「僕
は僕が好きだよ」という感じなのですが、４割く
らいの子は「俺はダメなんだよ」「自分に自信が
ない」という回答であります。成長段階から見て
そういう時期なのかもしれません。岩手に限らず、
先進国の中において日本の若者の特徴としてもそ
ういう傾向があると言われています。その日本の
中で、岩手県の子どもたちは自己肯定感が低いと
いう傾向が出ています。
　一方で、本県の大きな問題として「全国一自殺
率が高い」、ということも挙げられているわけで、

自己肯定感を強く持ってたくましく生きていくと
いう状況を子どものうちから作っていくにはどう
したらいいか、ということは早急に対応していく
必要があります。いずれ県の学調の結果、ホーム
ページで全部見られます。全国学調の結果につい
ては、都道府県ごとの結果も含めてインターネッ
トで全部見ることができますので、閲覧して頂け
れば。興味のある方は、結果を比較して見たりす
ることで様々な状況が見えてくるかもしれませ
ん。
（２）　行動調査の結果からみる本県児童生徒の

実態

　次に（２）行動調査の結果からみる本県児童生
徒の特徴についてであります。
　震災から４年３か月というところでですが、実
は阪神大震災の際に発災から３、４年で一番心が
不安定になっていたということがありまして、本
県では、「心と体の健康観察」を実施しています。
　今年度も９月に各学校で行われますけど小中学
校と特別支援学校、全県６１５校で１２万８千人
を対象に実施されるものであります。複数年度に
わたってこれだけのデータを取って子ども達の心
の有り様、経過を見ていくといことは世界でもあ
まり例がないと聞いています。主担当ではないの
で詳細については分かりかねますがそう聞いてい
ます。
　過去４回実施しているのですが、要サポートこ
れは過覚醒・再体験・回避麻痺・マイナス思考の
うち、心配な要素が１つでもあるという子どもの
割合が、平成２３年度では１４．６％だったもの
が、昨年度は１１．９％に減少している。
　だから、それこそ平均で見れば、まあいい方向
に行っているのかなあという事なんですが、ただ
４年くらい経過している段階でまだ１割ほどの子
どもが何らかの心のサポートを必要とするものを
抱えているという状況にあります。この中で、中
学校がここにきて増加傾向を示しているのが気に
なります。減少傾向を示しているのであれば時間
の経過の中で落ち着くのかなあと…。ところが中
学校がここにきて増加している。何で増加してい
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ると思いますか？街並みも整い明るい話題も聞か
れるようになり、沿岸地区の復興も進んでいるよ
うに思われる中、不安を抱えている中学生が増加
傾向にある、さてどうしてだろうということであ
ります。
　これは、仮設住宅での生活が長期化し、保護者
の仕事がうまくいかないとか家庭内の不安定要素
からとか。そういういろんなものがジワジワと出
てきて、震災直後はまだ小学生で深刻さが理解が
できていない状況だったものが理解できるように
なったり、中学生になったら隣の家の人は再建し
て仮設を離れたり…。自分の家はいつまでも仮設
のままで再建の目途が立たないなど、様々思い悩
むことが出てきています。直接的な震災の影響と
いうよりは、日常生活の中から生じるストレスと
いうことが心配されています。学校では、そうい
う子どもの状況を見取ったり、支援することも求
められているということも覚えておいて頂ければ
と思います。
　その中でも明るい話をすれば、国の調査で「問
題行動調査」というのが２年に１回行われます。
その中で児童生徒の千人当たりの不登校の出現率
が公表されていますが、私の持つデータが間違い
でなければ、千人当たりの不登校の出現率、何人
ぐらいだと思われますか？千人いれば何人ぐらい
の不登校児童がいるか、本県は２.３人です。秋
田県２.２人、宮崎２．２人、福島県２．３人、愛
媛県２．３人。この２．３人は全国３位、本県は全
国で３番目に不登校の小学生が少ない県でありま
す。
　一方、中学校では１９．７人、やっぱり中学生
ではその数が多くなっていきます。１９人台でと
どまっているのは岩手県のみ。全国で一番不登校
率が低いのが本県中学生であります。
　マイナスのことを言われることが多いですが、
本県は「全国一不登校の子ども達が少ない県」で
あります。個別にみると課題はありますが、様々
な辛い経験をしながらも、子ども達は学校での生
活を楽しみにし、先生方も子ども達の期待に応え
るような学校運営がなされるよう努力しているこ

とが、このような結果になっているものと思いま
す。
　先ほどの映像に七夕の映像が出ましたけれど、
被災直後の夏、ある被災地の学校を訪問した時に
体育館に七夕飾りがあったそうです。短冊には、
「仮設住宅が当たりますように」とあったんです。
仮設住宅に入ることが最高の喜びだったんです。
ところが、２年目に同じように訪問したならば短
冊には、「早く仕事が見つかりますように」親の
仕事を心配する短冊が多く見られるようになっ
た。３年目になるとですね、「パテシエになれま
すように」ようやく自分の夢が語られるようにな
った。４年目に、さて、次は何なのかな？という
風に思ったら、「家族が幸福に過ごせますように」
「町の復興が進みますように」自分のことでなく
周りの幸福というか、周りのことを短冊に書くよ
うになった。自分のことよりも他人のことを思い
やれるような子ども達たちが、被災地ではたくさ
ん育っているという事であります。まだまだ厳し
い状況でありますけれど、子ども達は確かな成長
を見せてくれています。いずれ教育に携わる者と
して、今後も一人ひとりの子ども達に目を向けて、
確かな成長につなげていかなければならないと思
います。
　話は変わりますが、昨日、仁王小学校の学校公
開がありましたが、仁王小学校の校長先生からあ
る本を紹介され、「いやいや大変なことだ」と、
私もその本を買って読みました。何かというと、
スマホの問題であります。被災地であろうが内陸
であろうが、どこでも関係なくジワジワと本県の
子どもたちにスマホ利用が浸透してきています。
これから担任になる人達は、この利用について生
徒指導上非常に悩まされることになると思うの
で、ここで紹介します。
　教育センターにおいてスマホやタブレットを利
用してこんな怖さがあるんだよ。使い方はルール
を守りながらやらないと大変なことになります
よ。という様な体験型の研修を行っています。ま
たは、ＮＴＴとかラインとかグリーとか業者関係
の方々を呼んで情報モラルに対する研修会も一部
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行っておりますが、紹介された本というのは、「イ
ンターネット・ゲーム依存症」という本なんです
が、冒頭では、こんなことが書かれていました。
　２０１２年中国の大学の研究所の教授がインタ
ーネット依存の若者１８名とそうでない若者１７
名の脳の画像解析を行ったところ、依存者の脳に
異常がみられ、コカインや大麻、ヘロインなどの
麻薬中毒患者に認められるものと同様のものが発
見された。脳みそが壊されていくんだという話で
す。インターネット依存の脳は、麻薬中毒者の脳
と同じことが起きている。これは、インターネッ
トやゲームのやりすぎで脳が壊れてしまってい
る。それがもう現実味を帯びている。壊れた脳の
一部は、やってはいけない行動にブレーキを掛け
たり、逆に報酬が与えられる行動に意欲を出した
り、善悪や価値判断をしたりすることに重要な役
割を果たしている領域なんだそうです。
　インターネットやゲーム依存は「デジタルヘロ
イン」と言われているそうです。特に小中学生は
オンラインゲームにはまると、小さい端末でも遊
べるものですよね。部屋に入って行っていても親
は気付かないし、相手が成人だったりしても分か
らない訳であります。そうすると、夜中ずっと入
り浸っていてもそれに気づかない。　子どもの脳
は、大人の脳に比べ非常に敏感なわけですから、
その影響も著しく大きいということになります。
　現代のアヘンが子ども達を蝕んでいると…。そ
の他にも様々な症例が示されていますが、健常で
優秀な人が中毒化し壊れていく例が科学雑誌やネ
イチャーに掲載されていると紹介されていまし
た。例えば５０分ゲームを行なったとき、脳内で
はドーバミンというものの放出量が２倍に増える
んだそうです。ちなみにこれは、ある覚せい剤で
０．２ｍｇを静脈注射した時と同じ量に匹敵して
おりドーバミンの放出は快感をもたらすが、脳は
より心地よい行為を繰り返そうとしてより多くの
ドーバミンを求めるようになる。いつの間にか、
行為を繰り返してしまいついには無気力、無関心
でキレやすい人間になってしまう。麻薬を注射す
るのと同じ状況の脳を作り出してしまう。子ども

達をインターネットやゲームから守っていく必要
がある。
　子ども達に酒やたばこ、ましてや覚せい剤を与
えるような大人はいない訳ですけれど、インター
ネットやゲームをのべつまくなし与えるというこ
とは、酒をやりなさい、たばこをやりなさい、場
合によっては麻薬を注射しなさいと、注射しても
いいですよ、許しますよと言っていることに等し
いというように筆者は言っていました。
こういう時代を生きる子ども達に対し、私達は何
をしなければならないのかという自覚をもって、
教育にあたる必要があります。
（３）　体力・運動能力調査結果からみる本県児

童生徒の実態

　３番、体力面についてであります。
　男女とも体力がどうなっているかと言えば、全
国平均を若干上回っている状況にあります。平成
２０年度スポーツテストの結果を見ると、小学校
５年生男子が全国で16位、女子が９位、全体でも
１５位。中学校の男子は８位、女子は５位、総合
で６位にランクされていました。小中総合で換算
すると8位にランクされるというデータを見たこ
とがあります。平成20年度はトップテンに入って
いる位の基礎体力が認められていたということか
らすると、現在の本県の子ども達の体力・運動能
力は残念ながら落ちているということが言えま
す。
　一方、学級担任になったなら、またはこれか
ら教育実習に行くような人は知っていて欲しい
のですが、小学校５年生の男子の肥満出現率が
１４．７％（全国比＋４．７％）。ぷっくりした体
が多いのですね。女子の方で１２．３％（全国比
＋４．５％）、１割以上がふっくら型ということで
あります。中２では男子の出現率が１０．１ポイ
ント（全国比＋２．２％）、女子が９．９％（全国
比＋４．５％）ということになっています。
　いずれ、小学校も中学校も肥満が増えており、
何とかして運動させる環境を作りたいなと。「ス
ポーツ好きですか？」と質問すると男子も女子も
比較的「好きだ」と答えてくれます。でも、１週
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間のうちで全く運動しない児童・生徒を見ると、
小学生男子で２．５％、女子で３．８％、６０分未
満も加えると男子が５．７％、女子が１２．４％。
ということは、小学校の５年生で１週間のうちで
ほとんど運動しないのが１割超えています。家の
中ばかりで過ごしているということであります。
　中学校になるとどうかというと、中学校は部活
があるので何とかやれていますが、１週間のうち
６０分未満、ほとんど運動する習慣がないと思わ
れる生徒が、男子は３．６％。女子は、１６．５％
です。２割まではいきませんがこの女子の子ども
達はほとんど動けていないということになりま
す。思春期の体を作る大切なこの時期に体を動か
していないということは、大変なことだというこ
とであります。
　そこで県としてはスポーツ健康課を中心に「ロ
クマル（６０）運動」、１日に最低でも６０分は
体を動かしましょう。スポーツでもなんでもいい
んですが、体を動かす習慣を子どものうちにつけ
ましょうという運動を展開しています。
　いずれ、これから教師を目指す皆さん方は、学
校現場に入った時には先頭に立って運動して欲し
い。運動が得意不得意は別として、子どもと一緒
に体を動かして、そういう習慣を子ども達に身に
つけさせて欲しいという事であります。

５　「教員採用試験」

　次に５番、教員採用試験についての話でありま
す。ようやくこのパンフレットにたどり着きまし
たが、これが本年度作成したものであります。も
う願書を提出した方もあろうかと思います。２年
生、３年生等の方は、過去の倍率や採用人数につ
いても示してありますので参考にしてください。
　新聞で今年度の採用について、「小中学校の採
用は５０人増」となっていましたが記憶にあるで
しょうか。小中学校教諭、養護教諭は採用数が増
える方向に推移すると思われます。児童・生徒数
の減少や学校統合が進む中にあって採用数が何で
増えるんだという風に思うかもしれませんが、退
職する方々、定年退職する方がどんどん多くなっ

てきます。子どもが減るよりも定年退職等でやめ
る先生が多いという状況がありますので、採用と
しては明るい見通しであります。定年退職以外に
も途中で退職を希望する人がおりますので正確な
数をつかむことはできないのですが、いずれ数年
間その数は拡大すると予想しています。数年後に
は今の２倍。３倍にまではいかないと思いますが、
実数で２００か２５０位…。
　本県が求める先生の具体像についてはこのパン
フレットに示してあります。めくっていただいて
左側の方に３つ示しています。「実践力と行動力
のある先生」、「人間性豊かな先生」、「情熱溢れる
先生」。より具体的な目標として①～④に示して
おり、例えば、分かり易い授業ができる等々とい
うことがありますので、本県ではこういう先生を
求めているんだなと知っておいて頂ければと思い
ます。
　ここに書いていることは、大体他県も同じよう
な内容でありますが、これからの時代を生き抜く
子ども達に必要な力を身に付けされるためには、
これまでとは異なった形の教育が求められるとい
うことも考えておかなければなりません。
　今は、まだまだ黒板とチョークが主流で、ちょ
こちょこっと電子黒板があったりとか iPadを使
った授業がみられるようになってきているという
状況ですが、これはグローバル化だとか少子化と
いう社会情勢の中にあって、子ども達一人ひとり
にもっともっとしっかりとした力をつけていかな
いといけない背景があります。１０年後、２０年
後、３０年後を見通した新しい教育の型が求めら
れると思います。
　私が初任の頃は、ガリ版、鉄筆、修正液、皆さ
ん知らないですよね。そういう時代だったんです。
ビデオテープは１本千円以上で、それでも欲しく
て欲しくて…。そういうの知らないですよね。カ
セットテープレコーダとかレコードが教材。レコ
ードは知っていますよね…。ワープロがパソコ
ンになってスマホになって…。子どもが家で iPad

を使ってユーチューブで「授業の達人」の動画を
見て、予習してから学校に来るような時代であり
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ます。子ども達から「ユーチューブの先生の方が
分かり易い」なんて言われるかもしれません。そ
ういう時代が来るかもしれないわけであります。
　今後、技術革新によって様々な便利な機器が導
入されるわけでありますが、その機器を使いこな
すスキルを身に付けることが重要になります。し
かし一方で、機器はあくまでも道具でありまして、
道具に振り回されない判断力が必要であります。
授業を見ていると IT機器を使うことが目的にな
ってしまって、「こんなことに使うんだったらノ
ートと鉛筆でいいのに」なんてことが実はあった
りして、そこをちゃんと見極める必要があります。
授業参観をしていると、子どもが背中を丸くして
ですね、鉛筆を棒つかみというかこうやって書い
ても、平気でパソコンを操作している先生がいた
りします。それを見ていると違和感を感じます。
これでいいのかなあ、学ぶ姿勢、背筋を伸ばして
鉛筆の持ち方はこうなんだよ、筆圧なんかもこう
なんだよ、そういう基本的な部分が抜け落ちてい
る気がすることもあります。
　「不易と流行」という言葉がありますが、不易
というのは、時代を超えて変わらない価値がある
もの、いつの時代でも教育にとっては忘れてはな
らないのを「不易」と呼んでいます。一方「流行」、
時代の変化とともに変えていく必要があるものと
いうものがあります。俺は俺だと２０年以上も全
く変わらぬ授業というわけにはいかないわけで
「不易と流行」を意識しながら時代に即した教育
を進めていかなければならないという事でありま
す。
　さて、教員採用試験を目指すかどうかは別とし
て、これから社会人を目指す方々が大多数であり
ます。私が、「なるほどなあ」と思った漫画で「課
長島耕作」という昔の漫画があるんですが、その
中で見つけたセリフの中で「学生時代は自分と気
の合う人とつるんでいればよかったが、社会に出
ると自分の嫌いなタイプの人間とも仕事をしなけ
ればならない。そこは覚悟を決めなければならな
い。」という内容の言葉があったんです。学生の
時は好きな人といて楽しくて居心地よければそれ

でいいが、一方、社会人になるということは馬が
合わないような人、そういう人とも自分から進ん
で付き合っていく覚悟、そういう人からもいろん
なことを吸収する力を養っていかなければならな
い。そういうことが学生と社会人の違いだよねと
島耕作が言っていました。なるほどなあと思った
ところであります。
　その話と繋がるかどうかわからないですが、魅
力的な社会人を目指す。魅力というのは、今の自
分の価値観の中に留まっていたのでは広がりや深
まりは期待できない。苦手なことがあっても飛び
込んでいく勇気が必要だと思います。若い皆さん
だったらなおさら、失敗とかプライドとかあまり
余計なことを考えずに、ひたむきさや、一所懸命
さで勝負することが大切だと思います。今の学生
さんを見ていると、非常に優秀なんですけれども
骨太さを感じないというか失敗することにナーバ
スになっていることが気になります。大丈夫です、
思いっきりやってくださいと言いたいわけです。
魅力的な人間を目指して欲しいのであります。
　例えば、田中将大は平成２５年に２４戦０敗、
６点取られてもチームは７点取ってくれるんで
す。１点しかとられないのに０点で負けるピッチ
ャーもいるのに、マー君が投げると逆転してくれ
るんです。どうしてそういうことが起こるかと言
うと、「打たれても負けない運のいい選手」これ
は、いい行いをする人は周りに評価され、信頼さ
れる。やがてその人の援軍となり協力者を増やし
ていく。その人に大きな力を与えてくれるように
なる。
　結局、マー君はチームメイトに信頼されている
ということだそうです。何でマー君がそうなって
いくかというと、取り組む姿勢なんだそうです。
信頼を得るには、取り組みがチームメイトから評
価されている。一流に「超」が付く選手は、ただ
野球がうまいというだけでなくて、人間として尊
敬できる存在である。だからいい結果を出す。そ
の姿勢が評価されお手本になっている、それを「超
一流になる」ということだそうであります。
　どうでしょうか皆さん。１か月後教員採用試験
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を迎えようとしている人達であります。一生懸命
取り組んでその姿勢が評価されているでしょう
か？「最近○○さん頑張っているね」一生懸命で
あるということは自分で決めることでなくて周り
が決めるのです。自分は、一生懸命取り組んでい
るつもりがなくても家族や後輩が「最近顔つきが
違いますね、一生懸命頑張っていますね。」とい
う言葉をもらえれば、「私って、頑張っているよ
うに見えるんだ。」ということになり、周りから
の評価は自分の大きな励みにもなると思います。
　こんなお話もあります。ある遊園地で風船を売
っている人がいたんだそうです。風船が売れない
時はどうすると思いますか？「今日はちょっと風
船が売れないなあ」という時は風船屋さんは風船
を飛ばすんだそうです。風船のヒモをプチプチ切
って何個か飛ばすんだそうです。そうすると子ど
も達は、飛んでいる風船を見て欲しくなる。考え
てますね。ある時、いつもの通り風船を空に飛ば
すと、後ろから裾を引っ張る子どもがいました。
その子どもは次のような質問をしました。「黒い
風船でも飛ぶの？」黒い風船ってあまり見ないで
すよね。子どもは、黒い風船は飛ばないんじゃな
いかと思っていたのでしょう。「黒い風船は飛ぶ
の？」皆さんだったら何と答えますか？その風船
屋さんは、「風船を飛ばしているのは色ではなく
て中に入っているものなんだよ」といったんです
ね。色ではなくて中身なんだということです。黒
だって、赤だって、黄色だって、色が問題なので
はなく中身であるということです。
　これも姿勢とか態度の話であります。どうせ自
分は黒い風船なんだと決めつけ、それ以上の自分
になろうとしない。躓いてしまうと「ああ、ダメ
だなあ」とため息が出てしまう。そこで「いや、
俺は飛ぶんだ」というような気持ち、「飛び上が
るんだ」という気持ちを持てばいつでも人生が開
けて飛ぶことができるんだということだと思いま
す。チャンスは平等であります。受験を控えてい
る方、自分は「飛ぶんだ」という気持ちを強くも
って頑張って頂ければと思います。

６　「終わりに」

　それでは最後になります。本日は、特に若い皆
さんが参加しております。お願いしたいことは、
話の中で何回か言いましたけれど、人とか、物と
か、出来事とか、音楽でも、映画でも何でもいい
んですが、たくさんのことと関わって、たくさん
の経験をして欲しい。いろんな人と出会い、いろ
んな出来事に触れる。いろんな音楽、いろんな本
からたくさんのことを学んで欲しいということで
あります。
　今日のような機会に人の話を聞くことも勉強に
なるとは思いますが、実体験を通して学ぶことが
生きた力になる。人と接することで自分が磨かれ、
自分の魅力が増していくということであります。
様々な経験を通して感性が磨かれていきます。世
の中にはいい人もいればそうでない人もいるかも
しれません。それも現実です。しかしそこから「こ
ういう考え方の人もいるんだな」「こういうこと
も世の中にはあるんだな」とそういうことを丸ご
と感じ取って欲しいのであります。そうすること
によって、多様なことに対応できる力が備わりま
す。　
　例えば学校の中で起こるたわいのない出来事の
中にも、「えっ？」と感じるようなセンサーを身
につけることができるようになると思います。ま
ず察知する感性がなければ、行動に繋がらない訳
であります。子ども達の表情の中に、「今日の○
○さんは、表情がちょっと暗い、なんか悩んでい
るようだ。」とか、「いつもと何か違うような気が
する。」というように感じる力が先生には求めら
れます。膝をすりむいて怪我をしているようであ
れば、「どうしたの？転んだの？保健室に行く？」
と声をかける。これは誰でもできます。でも、体
と同じように心がすりむけた子どもがいたとき
に、それに気付いて「どうした？先生に話してご
らん。なにかあったの？」という言葉をかけてあ
げることができるかどうか…。先生一人ひとりの
感性によります。
　こんな話があります。ホスピスに余命半年と宣
告された患者さんがいて、その奥さんが付きっき

平成27年度教員研修会・教育講演会収録
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りで看護していました。解熱剤を投与してもなか
なか効かない。その奥さんは「この薬効かないよ
うなんですが？」看護師さんは薬の説明をしなが
ら「別の薬の副作用もあってまだ効果がみえない
ようですね。でも、もう少し頑張りましょう。」
と丁寧に説明した。そんなことが１週間も繰り返
えされていると、ナースステーションでは、あの
人はクレーマーなんじゃないの、なんていう風に
問題になってくる。そんな時にベテランのお医者
さんがやってきました。その奥さんは聞きました。
「熱が全然下がらないじゃないですか。」くって
かかった。そのお医者さんは説明するのではなく、
一言「奥さん、つらいね。」。すると、奥さんは、
その場に泣き崩れた。それから二度とそんな質問
はしなくなったんだそうです。
　結局その奥さんが聞きたかったことは、薬の効
果でなくて自分の夫がなぜ死んでいかなければな
らないのか、そのやるせなさを訴えたかった。誰
かに聞いてほしかった。薬の効き目について丁寧
な説明を求めていたのではなかった。それをお医
者さんは、ちゃんと分かっていたということであ
ります。看護師さんとお医者さんの違いは、お医
者さんは感じる力、そして患者さんの心を見抜く
力があった。奥さんが求めていることに対してち
ゃんとした答えを持っていたという事でありま
す。
　世の中には、光と影、昼と夜、男と女、みんな
両面でできています。光だけではなく影からでも
学ぶことは可能であります。山に行って「自然は
いいな」ということもあるでしょうし、都会にい
ることで自然に触れることができないからこそ
「自然っていいね」と考えることもあると思いま
す。
　いずれ真理は一つでありますので、どこから学
んでも真理にたどり着くことができます。要は、
「どんなことからも学ぼうとしているか」が問題
なのであります。普通はうまくいくと嬉しいし、
うまく事が進まないとイライラして嫌な気持ちに
なりますが、実は世の中には、うまくいかないこ
との方が多い訳で、うまくいかない経験からうま

くいくための方法を冷静に学び取る力があるかど
うかにかかっています。このことに長けている人
が成長できる人であります。
　うまくいかないことから学ぶことが成長した自
分を作ることなんだ。だから、成功からも学べま
すが、失敗からも、叱られることからも、心地よ
くないことからもたくさん学べるんだということ
をわかって頂き、とにかく挑戦して欲しい。多面
的な目を養うためには、若いうちから様々な価値
観に出会い、学ぶ必要があります。引っ込み思案
にならないで、失敗を怖がらないで、とにかく挑
戦して欲しいということを言いたいのでありま
す。「若い時に汗を流さないと年を取ってから涙
を流すことになる」という言葉があります。今い
っぱい汗を流して頂きたいということでありま
す。
　時間となりました、有難うございました。
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平成２７年度　教育講演会

　　　　　　　　　宮古市立宮古小学校　
　　　　　　　　　教諭　坂下　大輔　先生
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校教員）
② 哲学対話をするためにはセイフティーの保
障と学級つくりがあってこそ成り立つと思
った。ぜひ実践してみたい。（20代中学校
教員）

③ 「道徳は進歩するもの」という言葉が深く
印象に残った。何が悪いのか、なぜ悪いの
か、どうすればよくなるのかを考えること
が、自分自身の成長につながることをはじ
めて学んだ。哲学対話は誰もが話す機会が
あり、「なぜ」を問われることで自分の意
見に対する考えも深まり。道徳の授業以外
でも使えそうだと感じた。生徒がどんなこ
とを言っても。周りや先生がしっかりと聞
くという環境づくりが何より大切だと思っ
た。（20代学生）

④ 人前で話すことが得意ではない。だから、
グループディスカッションは好きではな
い。しかし今回のディスカッションのやり
かとして、自分の意見を急がなくてもいい
ということや沈黙になることを恐れないと
いうことがあり、不安が払拭された。小さ
な疑問でも質問してよいのだと思うことが
できた。（20代学生）

⑤ 今日学んだ子どもの哲学は、自分が教師に
なるにあたって重要だと感じた。子どもの
話をしっかり聞き、その意見を尊重してあ
げることによって自尊心が身につき、行動
力のある子どもに長させてあげることがで
きるだろうと思った。（10代学生）

⑥ 哲学対話をやってみて、収束はどのように
やるのか、最初に説明する必要があると感
じた。大学生でも収束に悩んだので、小学
生にやらせる場合は、先生が実際にやって
みせるなどの手段をとらないと難しいと思
う。また、取り上げる話題も子どもの興味・
関心から引き出してあげると、より活発な
対話になるのではないだろうかと考えた。
非常に面白かったので、さらに哲学対話に
ついて知りたくなった。（10代学生）

第２回教員研修会

平成28年2月6日（土）

「道徳教育と哲学対話」

　　　講師：立教大学文学部　　

　　　　　　教授　河　野　哲　也　先生

０　講師ご紹介

　宇佐美センター長：講師の河野哲也先生は、学
部、大学院を慶応大学で学ばれ、1995年「メルロ
=ポンティの意味論」で、哲学博士の学位を取得
されております。この間ベルギー政府の給費留学
生として同国ルーヴァン大学に留学、その後、玉
川大学文学部等を経て、2008年から立教大学文学
部教授としてご活躍です。主なご専門は、教育の
目的や特別支援の方法研究、哲学対話研究などで、
単著13冊、共編著7冊、翻訳12冊など非常に沢山
のお仕事をされておられますが、近年は哲学対話
教育を教育現場に導入する活動の日本での第一人
者としてご活躍です。今回は、平成30年度から導
入が予定されている「特別な教科道徳」の教育方
法を考える手掛かりの一つとして、その「哲学対
話」の方法をご紹介いただき、更にそれらを皆様
にワークショップの形で実践的に学んで頂く機会
にしたいと考え、河野先生をお招きいたしました。
それでは河野先生、よろしくお願い致します。

１　講演要旨

　パワーポイント資料掲載　（8ページ分を両面に
し、計4ページ）

２　研修会の概要

（１） 参加者　およそ95名
（２） アンケートから
①　生徒の考えを深めるための対話にいつも難
しさを感じている。「自分をさらけ出す」
ということを実践したい。学生の意見がと
ても新鮮だった。もっといろいろなことを
話したり聞いたりしたかった。このような
機会があればまた参加したい。（40代中学
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岩手大学教育学部　　　　　教室
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哲学対話のやり方

基本原則

・じっくり考える。急がない。
・沈黙を恐れない。
・どんな意見でも、まじめに聞いてあげる。
・発言に対して、かならず質問してあげる。
・みんなで参加する。「みんなの意見を聞きたい」
という態度。

・意見を話せなくても、しっかり聞いて質問しあ
げる。

質問の仕方

・理由・根拠：「なぜ？」「どうしてそう思うの？」
「その理由は？」
・意味：「どういう意味？」「定義して」「わから
なかったので、別の仕方で説明して」
・データ：「具体例をあげられる？」「証拠はあ
る？」

・一般化：「いつもそう言える？」「こういう場合
も当てはまる？」「こういう場合はどうなるの」

・検証：「本当にそう？」

ゆっくり話そう

・コミュニティ・ボールを使う：持っている人が
発言する。話してもらいたい人に渡す。渡され
ても、すぐに話さなくてもよい。話したくない
内容なら他に人に渡す。

・ゆっくり話そう：途中で話についていけなくな
ったら、「ちょっと分からなくなったので、少
し戻って！」という。
・質問しよう：質問をしてひとりひとりの発言を
丁寧に聞いてあげよう。
・まとめよう：話が早くなったら、途中経過を誰
かにまとめてもらおう。
・関係させよう：前の人の話と自分の話がどう関
係しているかを説明しよう。話が脱線しかけた
ら、「少し脱線しているよ」という。
・行き詰まったら別の話をしよう：新しい話をし
たい場合には、「ちょっとテーマを変えるけど」。




